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夢もて 汗もて 涙もて
§ クロスカントリースキーとの出会い 

 私は，新採用２校目のときに東頸城郡松代町

（現十日町市）の小学校に勤務しました。 

松代町は，町営のスキー場や５ｋｍのクロスカ

ントリーコースを有するスキーが盛んな町でし

た。学校のスキー部の活動も盛んで，私は小学校

の体育主任として，クロスカントリースキーを担

当することになりました。 
 

§ 信越学童親善スキー大会 

 当時も今と同じように，上越地域や長野県北部

のスキーをする小学校の最終目標は，毎年２月中

旬に妙高高原で開催される信越学童親善スキー大

会です。 

 陸上大会が終わる 10 月中旬から，スキー部の

練習を始めました。ローラースキーでの練習。ま

だ雪のない野原のスキー場でストックを突きなが

ら駆け上がる練習。雨が降って外に出られないと

きには，スリッパを履いて学校の廊下を滑らせた

こともありました。 

 どこかで雪が降ったと聞けば，子どもたちを車

に乗せて，雪を求め

て練習しました。町

にも雪が積もり始め

ると，雪上車で巨大

なカッターを引い

て，コースを作りま

した。 

練習には「砂糖湯」（やかんでお湯を沸かし，

その中に砂糖を入れて甘くしたもの）が欠かせま

せん。練習前に職員室で砂糖湯を作り，子どもた

ちの水筒に入れて持たせました。練習の合間に砂

糖湯を飲むと，また元気が出て滑れるという魔法

の飲み物でした。 

 子どもたちはスキーの練習をがんばり，大人は

大人のできることをがんばりながら，練習や大会

を重ね，「信越学童」を目指したのです。 

§ 心臓破りの上り坂 

 当時の「信越学童」は，男子は５ｋｍ，女子は

３ｋｍの距離で競技が行われました。 

 ゴールの手前には，見上げるほどの急で長い上

り坂が待っていました。スタートから何ｋｍも走

ってきた子どもたちにとっては，とても辛い上り

坂です。上り坂の手前は長い真っ直ぐな下り坂に

なっていて，低い姿勢で加速を付けた子どもたち

は，次々と最後の上り坂に挑んでいきます。 

子どもたちはスキー板をハの字にして駆け上が

ります。そばにいると「ハァッ，ハァッ」という

大きな息づかいが聞こえます。 

 応援に来ているたくさんの保護者や関係者も，

この最後の上り坂の両脇に幾重にも並び，子ども

たちを応援します。学校の区別なくどの子にも

「休むな！」「がんばれ！」「イッチ，ニッ！イ

ッチ，ニッ！」と声を掛けます。大人の応援で，

子どもたちを登らせているのです。応援する大人

たちも，子どもたちの苦しさが分かるのでしょ

う。声を枯らし，涙ながらの応援です。 
 

§ 止まらない涙 

 その上り坂の上の方で，自分の学校の子どもを

確認したら，ゴールまで先回りして，走り終えた

子どもを迎えることが私の役割でした。 

 私の学校の男子選手Ａさんが，ゴールに滑り込

んだときのことです。Ａさんはゴールを過ぎたと

ころで倒れ込みました。私は，すぐに駆け寄り，

Ａさんのスキーを外しました。Ａさんの背中から

はモワモワと湯気が出ています。顔は真っ赤でし

た。目も真っ赤でした。泣いていました。２本の

鼻水が口のところまで流れていました。鼻水を拭

くことも考えずに，夢中で走ってきたことが分か

りました。 

 私は，Ａさんの姿を見て，ずっとこらえていた

涙を止めることができなくなりました。「よくが

んばった。よくがんばった。」と声にならない声

をかけていました。 

   南小だより 
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<特集> 人権教育強調週間の取組を紹介 

【目 的】 

子どもたちの人権尊重の精神の涵養と教職員

の指導力向上を図ることを目指しました。 

【期 間】令和元年 12月４日（水）～19日（木） 

【学年での取組】 

 12月５日（木）５限に，全学年で同和問題をは

じめとした人権課題を題材とした授業を行いまし

た。また，保護者の皆様からも子どもたちの学習

の様子を参観していただきました。 

 

さらに，妙高市人権擁護委員よりご紹介いただ

いた「ＣＡＰじょうえつ」の方々からお越しいた

だき，５，６年生を対象とした「子どもワークシ

ョップ」，保護者を対象とした「大人ワークショ

ップ保護者プログラム」，教職員を対象とした

「教職員プログラム」も併せて開催しました。 

 子どもたちには「安心」「自信」「自由」とい

う大切な権利があること，その権利を守るために

は，どうすればよいかについて，役割演技等を交

えて分かりやすく教えていただきました。 

 

【全校での取組】 

 南っ子タイムを利用して，全校で人権教育の学

習会を５回ほど行いました。 

 人権についての正しい理解からスタートし，身

の回りにある人権に関わる問題に気付いたり，自

分ができることを考えたりしました。どの回でも，

全校の子どもたちが真剣に話を聞き，考え，学ぶ

姿がとても印象的でした。 

 

 また，同じ時期に「休み時間の体育館の使い方

で困っている」という声を生

活イベント委員会が取り上

げ，各学級で話し合い，代表

委員会で体育館の使い方の新

しいルールを決めました。子

どもたちの力で，みんなが安

心して楽しく過ごせる学校を

築いていく素晴らしい取組に

なりました。 
 

１月の主な行事予定 

８日 （水） 第３学期始業式/校内書き初

め大会/冬季校時開始 

１４日 （火） 校内書き初め展（～21日） 

避難訓練③ 

家庭学習強調週間（～19日） 

１６日 （木） ５限学習参観/ＰＴＡ新役員

選出/ＰＴＡ教養部会 

２４日 （金） ＮＲＴ学力テスト（国・算） 

２８日 （火） 生活朝会 

ＮＲＴ学力テスト（理・社） 

３０日 （木） 低学年スキー教室 

３１日 （金） 降雪期休業① 

２/１ （土） のんちゃんスキー大会（ＡＰ） 

２/２ （日） のんちゃんスキー大会（ＸＣ） 

【１月の生活目標】 

あいさつチャンピオンになろう！ 

互いに明るくあいさつを交わし，新たな気持ちで元

気に新年をスタートできるようにします。 

「あいさつチャンピオンになろう週間」（1/9～

1/17）や「わたしのあいさつチャンピオン」の取組

を通して，元気よく挨拶をしている児童の紹介をして

いきます。 

（文責 妙高高原南小学校長 湯浅 昭司） 

１年生の学習の様子 

「ＣＡＰじょうえつ」によるワークショップ（５年生） 

人権についての学習をする子どもたち 


